
～就農までの経緯・背景～
生田さんは、Uターンで20数年ぶりに故郷の新城市作手（つく
で）に帰り、お父さんの農地を利用し、360㎡の温室でミニト
マトの栽培を始めました。元々は帰郷したら、農家レストラン
を開きたいと考え、農家になることを決めたそうです。愛知県
立農業大学校での農業研修の後、平成26年に就農し、現在は認
定農業者として、ミニトマトに加え、ブルーベリーやトウモロ
コシなど様々な農産物を栽培しています。農業女子プロジェク
トメンバーでもあります。

～ミニトマトの出荷～
ミニトマトの出荷は市場だけでなく、自分で値の付けられる産直や手売りでも
行っています。また独自の取り組みとして、赤い“サマー千果”だけではなく、
“キャロル”という品種の黄色やオレンジの実をつけるミニトマトも栽培し、赤い
ものとカラフルに組み合わせて、産直や手売り向けに出荷しています。はじめは
黄色やオレンジのミニトマトは甘くないとお客様に思われがちでしたが、アパレ
ル関係の仕事で直接販売をしていた経験を通じて培ったコミュニケーション能力
を活かし、お客様に黄色やオレンジのミニトマトを食べてもらい、甘いことを
知ってもらうことで買っていただけるようになったそうです。

～農業への想い～
もともとは「農業にどっぷりとはつかりたくない」というお気
持ちだった生田さんですが、「忙しくはないがやることはたく
さんある」という日々の中で、時には周囲の先輩農家さんにな
かなか追いつけないと悩みながらも、結局は「人を気にせず、
自分のペースでやっていこう」と農業を続けてこられました。
現在は「農業は、自分のペースで楽しくやらないと」とお話し
くださる生田さん。はじめは一人で始めた農業も、現在では妹
さんの助けもあり、姪御さんたちも就農目指して愛知県農業大
学校で学んでいるとのことです。

～これからの取り組み～
「農業をすることで、経営全体のことを考えるようになっ
た」と話す生田さん。今後はご自身のホームページを開設し
てのネット販売、ふるさと納税への農産物の出品、トマトの
果汁を利用したジュース・かき氷の製造・販売という６次産
業化と、新しいことに意欲的に取り組んでいきたいとのこと
でした。これからもご自身の目標に向かってご活躍されるこ
とを願っています。
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